
☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

　2000年の有珠山噴火から14年が経過し、次の噴
火への準備に向けて３月15日、防災訓練を実施し、
町民や役場、消防職員合わせて約300人が参加し
ました。
　地域防災計画の見直しの中で、町民への修正内
容の周知や噴火への意識付けを目的に、山頂噴火
を想定し、火砕流の危険がある３地区11自治会を
対象に実施しました。
　午前９時30分に防災無線で10カ所の一時集合場
所への避難を呼びかけ、徒歩で集まった町民を乗
せて、４カ所の指定避難所に移動しました。
　訓練終了後は、洞爺総合センターで、大島弘光
北大有珠山火山
観測所所長によ
る「自然災害に
備えてー人に降
りかかる災い」
と題して講演会
が行われ、東日
本大震災の教訓
を引き合いに、
災害時の心得を
説きました。
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